
平成２５年度 西南地区商工会広域連携支援室研修会 

 

「富岡製糸場と絹産業遺産群」の世界文化遺産登録推薦後
における観光客の受け入れ体制について 

 

 当地区は、昔から養蚕が盛んで群馬県の絹産業の一翼を成してきました。 

2014年 6月の世界文化遺産登録への推薦が決まり富岡製糸場と周辺の絹産業

遺産群には県内外から大勢の観光客が訪れています。世界遺産に登録されれば

外国人観光客も含め、より多くの観光客も当地区に訪れます。 

そこで当地区の候補地並びに関連施設を再認識していただくとともに、『お・

も・て・な・し』の心の醸成や今後の受け入れ体制について、下記により研修

会を開催いたします。 

記 

◎ 日 時 平成 25年 10月 17日（木）午後 2時～午後 4時 

◎ 会 場 甘楽町公民館（2階会議室） 

◎ 内 容 「世界文化遺産推薦に伴う観光客の受入体制について」 

◎ 講 師 国際交流サービス協会  三木茂樹 氏 

 

 

【参考】当地区に存在する絹遺産 

＜富岡市妙義＞ ・妙義神社青銅製燈籠 

＜下仁田町＞ ・荒船風穴（構成資産） ・旧上野鉄道関連施設下仁田倉庫 

＜南牧村＞ ・南牧の養蚕繰糸機織用具 

＜甘楽町＞ ・旧小幡組製糸レンガ造り倉庫 

＜上野村＞ ・旧黒澤家住宅 

＜神流町＞ ・岩崎竹松翁の功徳碑 

＜富岡市＞ ・富岡製糸場（構成資産） ・旧上野鉄道関連施設鬼ケ沢橋梁 

      ・貫前神社唐銅製燈籠 ・富岡製糸場工女等の墓（海源寺、龍光寺） 

＜藤岡市＞ ・高山社跡（構成資産） ・高山長五郎功徳碑 ・町田菊次郎頌徳碑 

 

共催：西南地区商工会広域連携支援室 

   群馬県商工会職員協議会西南支部 


